
山口労働局
下松労働基準監督署



はじめに

平成３０年以降、下松労働基準監督署管内で起
きた休業4日以上を伴う労働災害発生件数は、毎年
１５０件前後で推移しており、減少傾向にはあり
ません。
労働災害の内訳をみると、最も多い数で推移す
るのが様々な業種で発生する転倒災害でした。
労働災害発生件数減少のためには、この転倒災
害を大きく減少させる必要があります。
本資料では、STOP転倒災害プロジェクトに基づ
いて転倒災害を防止するための各種対策を紹介し
ております。各事業場においての転倒災害防止の
一助となれば幸いでございます。



参考：平成３０年～令和３年の労働災害の事故の型の傾向
（下松署管内における休業４日以上の災害の内訳、数値は発生件数）

・上図のとおり、近年の下松署管内の労働災害のうち、最も発生件数が
多いのは転倒災害です。労働災害減少のためにも、全業種で起こりうる
転倒災害の防止対策は不可欠です！
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参考：転倒により、法廷闘争に至った事例

事例１ 店内の転倒災害

買い物客Aが、買い物中、野菜売り場の床が水で濡れていたため転倒し、負傷したとし
て、店舗に損害賠償を求めた事案。

⇒店舗側に約２１００万円の賠償を認める趣旨の判決。

・労働者が被災した場合も、同様に損害賠償請求を受ける可能性があります。

（※事例は、令和３年の訴訟事例から）

・転倒災害含め労働災害について、事業場は発生させた災害に対し、以下の責任
を問われる可能性があります。

・刑事的責任・・・労働安全衛生法違反や業務上過失致死等刑法犯に問われる

・民事的責任・・・労災保険の補償外で、安全配慮義務違反により別途、損害賠償請求等
を受ける

・社会的責任・・・報道等により、社会的信用を問われる

・行政的責任・・・作業停止や使用停止などの行政処分を受ける

労働災害には、これらの責任を伴うことになるため、常日頃からの労働災害防止対策は
欠かすことが出来ません。



STOP転倒災害プロジェクトとは、転倒災害の防止に関する意識啓発を図り、
職場における転倒リスクの総点検と、必要な対策の実施により、職場の安全
意識を高め、安心して働ける職場環境を実現することを目的とする取り組みと
なります。



転倒災害には３つの典型があります。

１つ目：滑り

床や通路の素材が滑りやすいもの
であったり、水や油などが残った
ままの状態を放置しておくと滑っ
て転倒しやすくなります。 ２つ目：つまづき

床や通路に段差があったり、放置
された物品等に足をとられ、つま
づいてしまう事例もみられます。３つ目：踏み外し

荷物を抱えた状態で階段を降りる
など、足元確認がしづらい状態で
踏み外し、転倒する事例がみられ
ます。



転倒災害防止に向け、安全衛生管理体制を整備しましょう

常時５０人以上の労働者を使用する事業場であれば・・・
安全管理者
衛生管理者
産業医 等 のほか、
現場職長なども参画した安全衛生委員会等を開催し、転倒災害防止に向け協議を図る。

・転倒のおそれがある個所について、事業場内の巡視や日々のヒヤリハット報告などか
ら、情報を収集し、協議を図る。

・KY活動やリスクアセスメントの導入、５S活動の推進を図る。

・安全衛生規定の作成や作業靴の選定、転倒危険個所の見える化を図る。

などが事例として挙げられる。
転倒災害防止に向けて組織的に対応出来る体制を整備していく。

※常時５０人未満の労働者を使用する事業場においては・・・

安全衛生委員会に代わり、安全衛生懇談会などを意見交換の場を開催することが望ましい。

意見交換の場において、上記の協議内容と同様に話し合いを進める。

この場には、安全衛生推進者（衛生推進者）などを参画させて話し合いを進める。

労働者の数が限られる分、現場まで浸透する対策をすぐに打ち出しやすい。

協議内容の事例としては、以下



転倒防止に欠かせない３つの転倒予防対策があります。



転倒災害を防ぐために

①整理：必要か不要かの判断基準を明確にし、処分方法を決定した後、整理を行うと本当
に必要なものが見えてきます。整理は5Sにおける基本となりますので、定期的に反復する
ようにしましょう。
②整頓：必要なものを、必要な時、必要な量、すぐに使うことが出来るよう保管したり陳
列しましょう。
③清掃：床等に付着した水や油、ごみ等を除去し、衛生状態を適切に保持するようにしま
しょう。なお、清掃時における労働災害が発生（濡れた床に足が滑り転倒、機械清掃中に
当該機械が稼働し巻き込まれる等）していることから、清掃時は安全に作業が行えるよう
留意してください。
④清潔：３Sが出来ているか職場内でコミュニケーションを図りつつ、確認しながら３Sを
維持していきましょう。また、個人においても身だしなみを整えたり、手洗いうがい等を
行うなどの取り組みも行いましょう。
⑤しつけ：４Sを繰り返し行うことで、個々人が自然に４Sを身に付けていくことが出来る
よう習慣づけを狙っていきましょう。



出典：厚生労働省ホームページ
（https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501_
25.html）



靴については、定期的に点検
も行いましょう。
例えば、靴底が摩耗し擦り減
ると、耐滑性が低下し、滑り
やすくなります。

このほか、
・職場の危険
マップを作成
し、転倒危険個
所を共有するこ
と。
・転倒危険があ
る箇所にステッ
カーを掲示し、
注意喚起を行う
こと。
等の対策も有効
です。

「出典：厚生労働省ホームぺージ転倒予防・腰痛予防の取り組み
（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000111055.html）」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000111055.html


転倒予防体操の取り組み事例

加齢とともに進行する身体強度や運動機能の低下の予防は転倒災害の予防にも寄与しておりま
す。

ここでは、自動車製造業の事業場で実施している転倒予防体操の一例を紹介します。

当該事業場では、転倒災害防止と身体機能改善を目的とした「いきいき安全体操」を毎日約５
分間、音楽に合わせて立位で行っています。全身ストレッチと平衡機能、敏捷性、下肢筋力の
向上を目的とした５つの動作の繰り返しで構成されています。

「出典：厚生労働省ホームぺージ 職場のあんぜんサイト」
（https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501_27.html）







このほか、厚生労働省
ホームページにおいては、
転倒予防・腰痛予防の
「生き生き健康体操」
も紹介しております。

「厚生労働省ホームぺージ
転倒予防・腰痛予防の取り組み」

（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/
0000111055.html）



転倒災害を防ぐためには、作業時に転倒
しにくい行動を行うことも重要です。

・時間に余裕を持って行動する。

・滑りやすい場所では小幅でゆっくり歩行
する。

・足元が見えない状態で、いきなり行動し
ない。

等、焦っている時ほど、より落ち着いた
行動を心掛けるようにしましょう。



労働者が自らの身体機能の状態を可視化したうえ認識出来るよう、セルフチェック票を用いる方法も有効で
す。




